




過去 9年間に我々の内科を受診した血友病患者91名(A77,B14)中 7 例(7.7%)に消化性潰瘍

が認められた。血友病以外の外来患者のうちで消化性潰瘍の占める割合に比べ特に高いと

はいえないようである。これら 7 例の年令は 21～36 才で 1 例を除いて吐血,下血を主訴(

初発症状)とし,胃潰瘍 1例,十二指腸潰瘍 4例,胃・十一指腸潰瘍併存 2例であった。 


